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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】大地を繋ぐ雲仙多良シーライン（渡邉圭四郎）
　有明海のあたりでは海に流し出されてたまった砂や泥を潟の土，ガタ土と呼ぶ。ガタ土は干満の大きなところにたまる。
　太平洋側の満潮と干潮の差が日本海側に比べると大きいのは，太平洋は出入り口のない開けた海であるのに対して，日本海には海峡も
多く干満時の海水の移動が滞るからだと言われている。
　潟が発達すると浅瀬を仕切って水を抜き取る。そして干上がらせて農地にしてきた。しかしガタ土はその先にすぐたまるのでまた抜き
取りだ。そして干拓，の繰り返し。これを 600 年以上にわたって繰り返してきたが，農地の多くは海水面より下なので高潮や洪水被害が
頻発する。これを克服するのが諫早湾干拓事業のテーマだったろう。
　海に線を引いたように見える。地図に記された記号のようだ。自然と人間の営みの交じり合うところを示す記号のようだ。記号は標で
記念碑でもある。写真がそう言っているように見えた。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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